
 

     講義・演習概要（シラバス） 

 
税務専門課程 第 12期 税務・徴収コース（平成 26年 8月 19日～10月 1日） 

課 目 名 納税義務の承継 

時 限 数 ４時限 

担 当 講 師 

(財)東京税務協会専門講師 吉原敏夫 

＜プロフィール＞ 

東京都新宿都税事務所 徴収課長や足立都税事務所 納税課長などを歴任 

平成 22 年 4 月から、(財)東京税務協会 専門講師として、全国の自治体職員の

育成に力を尽くす。 
 

ね ら い 

相続による｢納税義務の承継｣の制度について解説するとともに、具体的な事例

に即した演習を通じて、納税義務の的確な把握や租税債権の確保のために必要

な知識・手法の修得を図る。 
 

講 義 概 要 

租税徴収における納税義務の拡張制度の意義を踏まえ、地方税法に定める「納

税義務の承継」について、 

１成立要件、徴収手続き等について解説するとともに、 

２事例演習を用いて、全員が事例を検討しながら実務的な滞納整理手法を習

得できるよう講義を進める。 

 

＜主な講義内容＞ 

 １ 相続による納税義務の承継 

   ・相続の態様と相続人に対する滞納整理概論 

   ・相続人に対する滞納処分 

 ２ 相続人不存在の場合の滞納整理 

 

受講上の注意 
講義の中に演習問題を取り入れ、全員が検討し、適宜指名して解答を求めなが

ら、解説を行って実務的知識を確実なものとしていく。 

使 用 教 材 講師作成のテキスト（レジュメ）及び演習問題を配布予定 

効 果 測 定 
特に実施しないが、講義内容の理解を促進するため演習問題に取り組むことに

より実務的な知識として全員のレベル確保を図る。 
そ の 他 

(他の課目との関連) 

納税義務の拡張制度のみならず地方税法総則関連規定にも言及し、租税徴収制

度の一環としての知識付与としていく。 
 


